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内容の要旨および審査の結果の要旨
近年，各種モノクローナル抗体を用い腫瘍細胞の増殖活性の検討が行われる様になってきた。thymidine
のanalogueであるBromodeoxyuridine（BrdU）を用いS期細胞の比率より腫瘍細胞の増殖活性を検
索する試みも行われてきたが，人体への投与は，現在制限されるところである。核内増殖関連抗原ｐｌＯ５
は，Epsteinらによって発見された抗原であり，Ｇ0期を除く，Ｇ１，８，Ｇ２，Ｍ期のすべての細胞周期に
存在し，新鮮標本はもとよりパラフィン固定された標本でもその増殖活性の検出が可能である。著者らは，
Epsteinより供与されたplO5抗体（780-3）を用いて，胃癌の増殖活性をflowcytometryにて検討
した。
対象は金沢大学第二外科で手術された進行胃癌114症例で，パラフィン包埋ブロックよりSchutteらの
方法に準じて細胞を単離し，ｐｌＯ５－ＤＮＡのtwoparameter解析を行った。negativecontrolより
cutofflineを設定し，plO51abelingrateを算出した。得られた結果は以下のごとく要約される。１）
plO5の発現様式は，Ｇｏ，ＧＩ，Ｓ期に比べＧ２，Ｍ期においてより高い発現を示した。またDNA-plO5
の二重染色にて，neardiploidの検出が容易になり，細胞動態の解析がより鮮明になった。
２）全症例のlabelingrateの平均値は37.7％（9.3-79.0％）で，diploidで33.3±15.9％，aneuploid
で40.6±15.5％とaneuploidで有意に（p＜0.01）高値であった。その他plO51abelingrateは，
肝転移陽性（p＜0.05)，静脈侵襲陽性（p＜005)，高分化癌（p＜0.05）において有意に高値を示した。
３）plO51abelingrateのcutoff値を30％とし，予後を比較すると30％未満群の５生率が65.0％であ
るのに対して，３０％以上群は23.1％とその予後は有意に（p＜0.001）悪かった。また，治癒切除症例
に限ると30％未満群の５生率が92.9％であるのに対して，３０％以上群は40.0％とその予後は有意に
（p＜0.001）悪かった。
４）臨床病理学的因子について多変量解析を行った結果，stage，DNAploidypattern，plO51abeling
rate，静脈侵襲の順に予後に影響を与える因子となった。
以上より，ＢｒｄＵの人体への投与が制限される現状では，本法が新鮮標本にも応用され得，今後進行胃
癌の治療スケジュールの一助になり得るものと考えられた。すなわち本論文は，胃癌治療に有益な労作で
あると評価された。
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